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 要  旨 
 黄信号に直面したとき，ドライバが停止線で停止すべきか交差点を通過すべきかの判断に迷う
ことで，事故が引き起こされることがあるといわれている．黄信号点灯時の走行速度と走行位置
に依存して，通過・停止できる領域と，オプションゾーン・ジレンマゾーンが決まる． 
 本研究では，ドライバがなぜ通過または停止できる状況に対して異なる運転行動をしてしまう
のかを明らかにするため，行動を判断する前の状況認識がどのように運転行動に影響するか，以
下の 2点に取り組んだ． 
 第 1に，ドライバの状況認識と運転行動について，関係図にしてまとめた．黄信号に対し通過
または停止できる状況を，正しく認識し，その認識と同様に正しい運転行動をした場合を「的確
運転」，正しく認識できない場合を「認識間違い」「迷い」，正しく認識できたがその認識に対し違
う行動をとった場合を「リスク回避」および「リスクテイキング」と呼ぶ． 
第 2に，上記の関係をもとに，黄信号時の「自車ドライバの停止線までの距離」「黄信号のルー
ル理解の有無」「前車の有無」「前車との車間時間」の 4つの要因に着目し，これらの要因がどの
ような状況認識と運転行動の関係を生みだすのか，ドライビングシミュレータを用いた実験で運
転行動を記録するとともに，ドライバに黄信号時の状況認識を尋ね，以下の結果が得られた． 
 ■ 通過できる領域で停止線から遠ざかるほど，また，停止できる領域で停止線に近づくな     
   るほど，的確運転を出来ないドライバが増加する． 
 ■ 黄信号のルールを理解していても，ルールを理解していないドライバと同じ認識や行動 
   をとってしまう． 
 ■ 前車との車間時間が 1.1[s]と接近してしまうと，前車がいない場合や前車との車間時間が
1.4[s]，1.7[s]，2.1[s]の場合と比べ，迷いが生じてしまうドライバが増加した．これは，前車
の行動をより注意深く見ながら，周囲の車と事故を起こさないように，通過すべきか停止
すべきかの判断をしなければならず，それが困難なため迷いにつながったと考えられる． 
 今後，さらに異なる要因の影響の検証や，オプションゾーン・ジレンマゾーンでの検証を行い，
黄信号が原因で起こる事故の解明を進める必要がある． 
 
